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平成23年3月期 第2四半期決算の概要

当資料は、現時点で入手可能な情報から得られた当社の経営者の判断に基づくものであります。

経営環境の変動等に関わるリスクや不確定要因により、実際の業績は記載の予想値と大きく異なる
結果となる可能性があります。

平成23年3月期 業績見通し
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平成23年3月期 第2四半期決算の概要

受注競争が一層激しさを増したことによる減収減益

連結売上高 81億70百万円
前年同期比△14億79百万円（△15.3％）減
建設事業において、土木工事が減少したことなどによる

連結営業利益 △5億15百万円
前年同期比△6億46百万円減
売上高の減少に加え、価格競争の激化による低採算工事が増加したこと
などによる

連結経常利益 △5億9百万円
前年同期比△6億45百万円減
営業利益の減少などによる

連結四半期純利益 △3億25百万円
前年同期比△4億75百万円減
営業利益の減少や投資有価証券評価損の計上などによる

受注高 76億92百万円
前年同期比△52億36百万円（△40.5％）減
建設事業において、土木工事が減少したことなどによる

受注残高 35億68百万円
前年同期比△46億63百万円（△56.6％）減
建設事業において、土木工事が減少したことなどによる



5

連結損益計算書の概要

主に土木工事が減少したことにより、減収
受注競争が一層激しさを増したことにより、減益

（単位：百万円）

21/9(上期) 売上高比 22/9(上期) 売上高比 前年同期比

－ △1,479 △15.3％

△876 △10.3％

△51.6％

+4.2％

－

－

－

△602

+43

△646

△645

△475

93.1％

6.9％

13.2％

△6.3％

△6.2％

△4.0％

－

売上原価 8,480 87.9％ 7,604

売上総利益

販管費

営業利益 130 1.4％ △515

四半期純利益 149 1.6％ △325

1,169 12.1％ 566

1,038 10.7％ 1,081

1.4％

売上高 9,649 8,170

経常利益 135 △509
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連結貸借対照表の概要

流動資産： 受取手形・完成工事未収入金等の売上債権や未成工事支出金等が増加するなか
で、現金預金が減少

流動負債： 未払法人税等が減少

（単位：百万円）

22/3末 22/9末 前期末比

流動資産 11,373 10,798 △575 △5.1％

△130 △3.1％

△4.5％

△3.7％

△0.5％

（有利子負債） （876） （762） （△114） （△13.0％）

（自己資本比率） （54.0％） （53.8％） （△0.2ポイント） －

△3.0％

△5.7％

△705

△191

△8

△200

△505

固定資産 4,232 4,101

資産合計

流動負債

固定負債 1,642 1,633

純資産合計 8,832 8,326

15,606 14,900

5,131 4,939

負債合計 6,773 6,573
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連結キャッシュ･フローの概要

（単位：百万円）

当四半期の主な要因

1億21百万円

1億96百万円

45百万円

53百万円

21百万円

1億19百万円

95百万円

68百万円

〔参考〕

21/9(上期) 22/9(上期)

営業活動による
キャッシュ･フロー

1,349 △341
減少：未成工事支出金等の増加

法人税等の支払額

投資活動による
キャッシュ･フロー

△48 △40
増加：有形固定資産の売却による収入

減少：有形固定資産の取得による支出

投資有価証券の取得による支出

減少：長期借入金の返済による支出

短期借入金の減少

配当金の支払額

△118 △349
財務活動による
キャッシュ･フロー

現金及び現金同等物
の増減額

1,186 △735

現金及び現金同等物
の四半期末残高

5,060 5,009
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売上高の推移 （単体）

4,497 4,171
4,872

2,962 3,145

4,773
7,009 6,102

4,078

749

2,662

22

585

317442

11,622 11,292

5,830

7,626

10,020

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

18/9 19/9 20/9 21/9 22/9

（単位：百万円）
地盤改良工事 パイル工事 その他 計

セグメントの状況 （単体）

パイル工事；

道路などの大型物件が減

少したことにより減収

地盤改良工事：

福祉施設などの建築物件

が増加したことにより増収
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完成工事高の状況 （単体）

6,357 6,089
6,840

2,036
2,615

2,913

5,091
4,134

5,004 3,192

9,271

5,808

7,040

10,97411,180

68.6%

54.5%

62.3%

28.9%

45.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

18/9 19/9 20/9 21/9 22/9

（単位：百万円）

民間 官公庁 計 民間の割合

民間vs官公庁の推移 （単体） 建築vs土木の推移 （単体）

建築は、庁舎や福祉施設など増加
土木は、道路など減少

6,892 7,095
7,789

2,962
3,833

2,378

4,084 3,185

4,078

1,974

9,271

5,808

7,040

10,97411,180

74.3%

63.5%

71.0%

42.1%

66.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

18/9 19/9 20/9 21/9 22/9

（単位：百万円）

建築 土木 計 建築の割合

民間は、福祉施設やマンションなど増加
官公庁は、道路など減少
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完成工事高の状況 （単体）

工法の構成比率 （単体）

〔参考〕

21/9(上期) 当四半期の状況

28.6％

ＡＴＴコラム

ガンテツパイル

ＮＳエコパイル

その他

1.1％ 12.4％
前年同期比+844.0％増
庁舎・店舗などの耐震建築物件が増加したことによる

17.7％ 13.8％ 前年同期比△35.8％減

9.0％

43.6％

100.0％

22/9(上期)

テノコラム 37.1％
前年同期比+7.1％増
福祉施設などの建築物件が増加したことによる

14.8％
前年同期比+35.6％増
学校・福祉施設などの建築物件が増加したことによる

21.9％
前年同期比△58.6％減
道路関連の土木工事などが減少したことによる

100.0％完成工事高合計

注）当期より、工法の集計方法を一部変更しております。
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平成23年3月期 連結業績見通し

受注環境はさらに厳しさを増すなかで、経費削減に全力で取り組むものの減収減益の見通し

連結売上高
《予想》

185億00百万円

22/3期比△18億38百万円（△9.0％）減
建築需要の低迷を受けて受注が低調となることが見込まれることによる

連結営業利益
《予想》

△4億80百万円
22/3期比△8億82百万円減

連結経常利益
《予想》

△4億80百万円
22/3期比△8億84百万円減

連結当期純利益
《予想》

△3億25百万円
22/3期比△5億56百万円減
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売上高の見通し （連結）

セグメントの見通し（連結）

1,281

18,000

18,822

250

234

250

20,338

18,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

22/3期実績 23/3期見通し

（単位：百万円）

建設事業 建設資材販売事業 土木建築コンサルティング全般等事業 その他 計

建設事業：

建設需要の低迷に加えて、

大型物件が一巡したための

減収

注）当期より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」を適用しております。
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売上高の見通し （単体）

5,723 6,500

7,392
7,300

1,250 200

14 ,366 14 ,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

22/3期実績 23/3期見通し

（単位：百万円）
地盤改良工事 パイル工事 その他 計

セグメントの見通し （単体）

受注環境が悪化している

中、前年並みの確保を目

指す。
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投資計画等について

収益力の向上に資する投資の最適化を図る

（単体）

設備投資額
《予想》

3億50百万円

22/3期比+2億38百万円（+213.3％）増
主に施工機械の買い替えによる

減価償却費
《予想》

3億50百万円

22/3期比△58百万円（△14.3％）減
主に施工機械などの償却による

研究開発費
《予想》

60百万円
22/3期比+24百万円（+68.9％）増
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環境認識

建設投資の推移

51.3

47.7 47.7

42.2
39.3 40.1
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（単位：兆円）

-14%

-12%

-10%

-8%

-6%

-4%

-2%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

名目民間非住宅建設投資
名目民間住宅投資

名目政府建設投資
名目建設投資

（対前年度伸び率）

弊社を取り巻く
経営環境は
大変に厳しい

公共投資の縮減
（←財政難等）

民間建設投資も楽観しえない
（←少子高齢成熟社会）
（←世界経済の停滞）

弊社の強みを
最大限に活用

独自の高い技術力

さまざまな環境問題への取組み

現在抱えている
問題点の把握と解決

受注回復に向けた営業力の強化

更なるコスト削減への取組み
出典：｢建設経済レポート｣No.55（平成22年10月）
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会社概要

経営理念：人間尊重・技術志向・積極一貫

私達は、「信頼されるテノックス」として、これからも土や地盤と素直に向き合いながら、
積極的に研究・開発を進めていくとともに、

安全・確実な施工管理体制のもと、信頼できる施工をご提供していくことをモットーに、
お客様のご要望にお応えしてまいる所存であります

地盤と社会基盤施設との調和を図る

ホームページ： http://www.tenox.co.jp/

お問い合せ先： 総務部 ＩＲ担当

電話： 03-3582-1873

Email： kanbayasi-a@tenox.co.jp

本社
〒107-8533
東京都港区赤坂六丁目１３番７号

設立 昭和４５年７月８日

資本金 １７億１,０９０万円

代表者 代表取締役社長 青木 功

従業員数 単体 171名（平均年齢 42.4歳）

営業所
札幌、仙台、金沢、名古屋、大阪、

広島、福岡

出張所 秋田、米子

機材センター 船橋

http://www.tenox.co.jp/
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